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元
八
王
子
中
学
校

元
八
王
子
中
学
校

元
八
王
子
中
学
校

元
八
王
子
中
学
校 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「学
校
概
要
」 

 

本
校
は
市
の
北
西
、
陣
馬
街
道
と
高
尾
街
道
の
交

差
す
る
と
こ
ろ
に
位
置
し
、
校
舎
か
ら
は
元
八
王
子

丘
陵
や
高
尾
山
を
は
じ
め
、
加
住
南
丘
陵
や
遠
く

関
東
山
地
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
校
の
歴
史

は
古
く
、
昭
和
22

年
旧
元
八
王
子
村
の
新
制
中
学

校
と
し
て
開
校
し
、
今
年
で
創
立
61

年
目
で
す
。 

な
お
、
昭
和
50

年
代
の
人
口
急
増
期
に
は
、
本
校

を
母
体
と
し
て
四
谷
中
、
横
川
中
、
城
山
中
が
開
校

し
て
い
ま
す
。
平
成
20

年
４
月
に
学
校
運
営
協
議

会
が
設
置
さ
れ
保
護
者
や
地
域
の
方
が
学
校
運
営

に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。 

「校
訓
」 

◎
勤
労 

◎
自
主 

◎
誠
実 

「教
育
目
標
」 

◎
学
ぶ
心 

◎
思
い
や
り
の
心 

◎
自
主
の
心 

「特
色
あ
る
教
育
活
動
」 

◎ 

緑
化
運
動
と
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
展
開 

 
 

 

（青
少
対
・Ｐ
Ｔ
Ａ
・学
校
の
連
携
） 

◎ 

小
学
校
と
の
交
流
（元
八
小
・弐
分
方
小
） 

◎ 

地
域
人
材
の
活
用
（学
習
指
導
補
助
） 

◎ 

通
常
学
級
と
特
別
支
援
学
級
と
の
交
流 

◎ 

地
域
・保
護
者
に
自
由
に
学
校
公
開 

◎ 

挨
拶
運
動
（８
の
つ
く
日
） 

 

「校
章
の
由
来
」 

 

校
章
の
図
案
・デ
ザ
イ
ン
は

一
般
に
公
募
し
た
多

数
の
作
品
の
中
か
ら
常
盤
庄
司
氏
（本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
十 

代
目
会
長
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
文
字
は
本

校
初
代
校
長
金
丸
勝
人
先
生
の
書
い
た
も
の
を
画

伯
大
室
白
耀
氏
が
補
作
し
て
完
成
し
ま
し
た
。 

 
校
章
の
蝶
は
男
女
共
学
の
友
愛
と
、
平
和
を
表
現

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

  

 
 

 
 

「校
歌
」

「校
歌
」

「校
歌
」

「校
歌
」    

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

作
詞 

望
月 

久
貴 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

作
曲 

小
島 

喜
久
寿 

 

（
一
） 

 
 

 

桑
の
葉
に
朝
は
朱
さ
す 

 
 

 

希
望
の
光
り 

光
り
よ 

 
 

 

し
の
ぶ
ゆ
か
り
の
歴
史
は
る
か
に 

 
 

 

勤
労 

勤
労 

わ
れ
ら
ぞ
進
む 

 

（二
） 

 
 

 

朴
の
辺
に
湧
く
は
清
ら
な 

 
 

 

知
識
の
泉 

泉
よ 

 
 

 

む
す
ぶ
明
け
暮
れ
真
理
も
と
め
て 

 
 

 

自
主 

自
主 

わ
れ
ら
ぞ
励
む 

 

（三
） 

 
 

 

杉
の
木
に
照
る
は
濃
み
ど
り 

 
 

 

誇
り
の
母
校 

母
校
よ 

 
 

 

学
ぶ
三
年
を
友
と
し
た
し
み 

 
 

 

誠
実 

誠
実 

わ
れ
ら
ぞ
つ
く
す 

上空から見た学校全景 


